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白井第三小学校区まちづくり協議会 第 1回設立準備会 議事録（概要） 

書記：斎藤一夫 

大野 彰 

日  時：令和元年 9月 22 日（日） １３：３０～１６：００  会 場：冨士センター 視聴覚室 

出席者：委員１９名（代理出席 土屋教頭（本間委員）、對馬青少年相談員（佐山委員）） 

            欠席 粟飯原委員 

     支援チーム ５名 市民活動支援課 ２名） 

議題に入る前に、富澤副会長が司会を務め、挨拶されました。次に、島森会長が挨拶され、続いて支援チ

ーム川上リーダーが挨拶されました。挨拶された皆様共に「まちづくり協議会」設立に向けての取り組みと協

力を願いたいと思いを話されました。会議後の懇親会で語り合いましょうとの言葉もありました。 

 

議長を島森会長が務められ、書記に斎藤が指名されました。 

市民活動支援課 松岡係長より、ほぼ全員出席により会議が成立する旨報告があり、また、白井木戸地区の

中山自治会長がオブザーバーとして出席予定でしたが台風被害の応援で欠席となった旨報告されました。 

また、事務局会議で、今後の準備会傍聴希望者への対応は、椅子にて資料をお渡しする形式になった旨

報告されました。 

〇前回のふりかえりについて、資料１をもとに説明がありました。 

・住民アンケート調査票の内容が別紙のとおり決定した。 

・規約について 空欄だった第７条の書記が 2 名選定されたため２名とすることで了承され本日付で正式

決定した。これに伴い、次回会議から傍聴を受け付けることとなった。 

・広報活動 広報誌のネーミングは「みんなｄｅまちづくり」に決定。 

〇進捗状況報告について、資料１をもとに説明がありました。 

・まちづくりアンケート調査票を 9月 18 日（水）に郵送。 

・ヒアリング調査実施 

・９月 12 日（木）事務局会議開催 会議の内容を公表する手段として、冨士センターで資料を閲覧出来る 

ようにする。 

・広報誌第 1号発行準備 インスタグラム、ツイッタ－開設準備 

広報誌第 1号の発行イメージ（作成中）９０％完成版が配布されました。 

 

議題 1 グループワーク「白井第三小学校区の宝さがし」 資料３ 

 

準備会委員が 3 グループに分かれ、それぞれのグループに支援チーム、市民活動支援課のメンバーが進

行、記録役として加わり、出た意見を付箋に書き模造紙に貼り付けていった。 

意見は、積み重ねを行うため、前のグループで出た意見でも思ったことは発言していただく形で進めた。 

・グループ １ ハード系（施設・建物・店）  ・グループ ２ ソフト系 （ひと・イベント） 

・グループ ３ 環境系 （生活環境・自然環境）  

心がけポイント 楽しみながら 気持ちよく話せるように 

１５分でグループを換わり、各委員が３つのグループを回った。最後に各グループで出た意見を分野毎にま 

とめそれぞれ進行役の方達から報告をいただきました。 
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＜ハード系＞ 

●生活の利便性（小学校区内で生活が完結できる。） 意見数 

（商店・日常生活の利便性）  

・ ドラッグストア（日用品を扱う店）が多く、夜遅くまで営業している。 
・ ヒフミを中心とした商店街 

5 

・ 飲食店・コーヒーが飲める場所・呑み屋が複数ある。 4 

・ ガソリンスタンドが地域内に 2～３か所ある。 ・ 銀行・郵便局がある。 
・ 床屋・美容院が多い。 

1 

（交通利便性）  

・ 駅が近い、・ 利用できる電車が近くに三駅・三路線ある。（新京成、北総、東武）、 

・ 幹線道路（風間街道・木下街道） 
1 

●生活に関する安全・安心度が高い  

・ 駐在所がある。生活と一体で見守りができている。 5 

・ 医療機関、介護施設が充実している。 4 

・ 子育て施設・冨士保育園 2 

・ ドクターヘリが下りられる広場が複数ある。・ 井戸がある。 1 

●広場（どのようなものにも利用できる器として）がある  

・イベント等を行うことができる広場が多い（南園広場、関東一高グラウンド、アルビオン広場） 5 

・八幡溜・水路があり遊べる。 ・小さな公園が徒歩圏に多い 1 

●地域のシンボル  

・ 冨士センター 3 

・ 八幡神社（地域がまとまる。） ・ 競馬学校 2 

・ 白井第三小学校 ・ 関東一高の寮 ・ 梨園が点在している。 1 

 

＜ソフト系＞ 

●人（ボランティア）    意見数 

・防犯・見守りボランティア 18 人いる ７ 

・学校図書室ボランティア 3 人いる ・学校花のボランティア 3 人いる １ 

●人（特徴・交流）    

・子どもがあいさつしてくれる ２ 

・おせっかいな人が多い ・ボランティアの人が活発 ・自主サークルが多い ・イベントの手
伝いをする人が多い ・自治会同士の交流活発 ・イベントしやすい地域 ・地域の協力の
積み重ね ・学区内の連携がよい ・イベントが継続できている ・交番がある（おまわりさんが
いる） ・小学生が多い、若い人が多い ・人づきあいがよい ・人のうわさ、情報が早い ・犯
罪が少ない ・青パト防犯パトロール 

１ 

●イベント（地区全体）  

・こいのぼり祭り ６ 

・通学合宿 ・老人会グランドゴルフ ・地区社協グランドゴルフ ３ 

・防災訓練 ２ 

・小学校運動会 ・小学校昔遊び ・冨士センター主催グランドゴルフ（世代間交流） １ 

●イベント（自治会主催）  

・節分祭 ４ 

・秋祭り ・栄区夏祭り ・ロジュマンクリスマス ３ 

・合同夏祭り ２ 

 ・南園レクリエーション大会 ・冨士芋煮会 ・ホタル鑑賞会 ・栄区月見祭り ・ミニ食事会

（各自治会社協） ・花火大会 ・子供向けイベントが多い 
１ 
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＜環境系＞ 

●自然環境  意見数 

（よいところ） ・野鳥が多い（ウグイスの声、キジ、メジロ） ３ 

・自然が多い ・カブトムシが捕れる ・調整池にナマズがいる １ 

（わるいところ） ・朝晩カラスがうるさい ・街路灯にカブトムシが寄ってくる １ 

●生活環境  

（インフラよいところ）  

・大きな広場、公園（冨士南園ひろば、これからできる防災公園） ３ 

・道路がきれい ・けやき台多目的広場（地区外 富士地区に隣接） １ 

（生活環境よいところ）  

・３つの駅が使える ・生活環境が良い ・買い物に行きやすい 

・お酒を飲める飲食店が多い ・環境美化の意識が高い  

・農家さんの作っている作物がわかるまちづくり ・農家さんと関わりをもつ 

１ 

 

●子育て環境  

（よいところ）  

・学習に活かせる公園（フィールド）などが多い ２ 

・子どもを守る環境 ・子育て世代の情報交換がしやすい 

・子どもが遊ぶ場所が多い ・遊ぶ場所を作るために地域が連携している 

・用水路を活用し学ぶ場を作る ・学習に活かせる商店が多い 

１ 

●安全・防犯  

・災害に強い、災害のきっかけになるものがない ２ 

・夜間でも明るい街並み ・駐在所のおまわりさんが親切 １ 

 

今後、これら掘り出された三小地区のよいところを全体で共有し、これからの取り組みにいかしていく。 

 

議題２ 団体活動の発表 資料４ 

 発表内容は、資料４団体活動とりまとめシートのとおり 

（１）第三小学校区地区社会福祉協議会 井川委員発表 

・追加報告 主な事業に「電話による見守り」 ラミチェの事務員から電話希望の高齢者に安否確認の電 

   話をかけている 

・子どもへの朝食の提供および登校までの見守りについて、早朝であり不審者の心配が有って検討中 

Ｑ自治会、防災連合に支援して欲しいことは →今後検討する。早朝預かりは協力を求めたい。 

Ｑ地区社協の範囲は →小学校区単位で活動しています。とりまとめは支社協 

（２）西部地区民生委員児童委員連絡協議会 阿部委員発表 

  ・東西南北の４地区で８８名 西部地区は、第三小、大山口小学区が範囲で２７名（三小区定数１５名） 

・今年１２月に３年ごとの一斉改選を控えているが、第三小学校区担当の民生委員１５人に欠員は出ない 

（３）青少年相談員連絡協議会 （佐山委員の代理の對馬青少年相談員）発表 

・通学合宿が主な活動 指導員とボランティアの関係深まる  

Q．通学合宿１回に炊飯器の必要数は  →まとめて炊けば、現状で間に合うが、子どもたちの経験のた

め４班に分かれ、班ごとで献立、炊飯をするので４台欲しい。 

Q．ボランティアの固定化・高齢化について、公募の仕方を工夫したか  →三小ＰＴＡにも相談したことは

あるが、意思疎通がうまくいかなかった。 

Q．公募しているという情報の周知ができていないのではないか。 

社協も同じだが、必要とされていることが住民に届いていないのではないか、ピンポイントでお願いし
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てみては  →父親が来てくれたことがあったが、こわいひともいる いいひとが欲しい 

Q．相談員３１人の男女比は  →半々、第三小学区は５人で男性４人、女性１人 

（４）白井第三小学校ＰＴＡ 川越委員発表 

・保護者が忙しい PTA をやめたい人が出てきている 我が子を他人任せにしても平気 母親ばかり 父

親にも手伝って欲しい バザーの手伝いに変な人が来たことがある 遊び場（遊具のある）が少ない 学校

の校庭は学童が優先 

Ｑ．他校ＰＴＡと横の連絡はありますか →ＰＴＡ会長会が年に７回程度開催されており、情報の共有でき

ている 

Q．課題は次の会長に引き継がれるのか →毎年役員が変わるところは引き継ぎがうまくいかないこともあ

るがつなげていかないといけない。 

Ｑ．会長の任期は →１年で更新は自由 本部の会長は４年継続 

Q．いつなら何ならできるということの把握ができるとよいのでは。→人数が多く把握する側に負担がある。

今後検討 

・ PTA が子どもを見ながらパトロールしている姿をよく見る。パトロールをしている団体と全体でどこならで

きるとかやるとうまくいくのでは。 

  Q．外で遊べる場が少ないとは →学校の校庭は学童が優先になっている。きちんと遊具のある公園とか

が欲しい。 

（５）交通指導員 舟野委員発表 

・昭和５７年にできた制度で歴史が古い ＰＴＡと連携して効率化をはかる（ＰＴＡの見守り負担軽減） 

Q．三小卒業生が大中へ自転車通学している．朝何台も横に広がっている．車も飛ばす道なので危ない

朝よりも帰りの方が危ないがどうなっているのか 

 →難しいところだが、大松交差点に安全ポールが設置された 

  交通指導員は勝手に動くのではなく、市の依頼で動いている。 

 

この他の団体活動の発表は次回第２回設立準備会で発表する。 

 

議題３ 今後の予定 資料５ 

 

（１）みんなｄｅまちづくり通信（第１号）の発行 

・配布された広報誌イメージを完成し、島森会長了承後、１０月１１日（金）自治会配布を実施（２７１４ 

枚） ・冨士センターに設置 ・白井ふじ保育園による配布 ・白井木戸地区にも必要部数配布 ・ＳＮＳ 

による発信 ・市ホームページに掲載 ・広報しろいに広報発行について記事掲載（１１月１日号［予定］） 

（２）第２回設立準備会 

・１０月１３日（日）午後５時３０分～８時 冨士センター 視聴覚室 

その他の小学校区内の団体活動の紹介 

本準備会趣旨に関係の深そうな団体を委員の皆様から紹介して下さい。 

（３）第４回設立準備会の日程 

・１２月１４日（土）午後１時３０分～４時 冨士センター 視聴覚室 

 

なお、「みんなでまちづくりトーク」１１月３０日（土）午後２時～４時３０分 冨士センター 大集会室 

が開催されます。本トークは第３回設立準備会を兼ねています。 


